
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

日 曜 おもな予定 

1 火 ふれあい広場抽選会  9:00～ 図書室 

4 金 スローライフくらぶ「陶芸」9:30～ 

＊７ 月 休館日 

9 水 オリーブ学級 10:00～ ホール 

10 木 
徳得学級 10:00～ホール 
神友会定例会 

12 土 

かんばいアイランド 
「えこさく島」9:30～ 展示室 
「俳句島」10:00～ 図書室 
連合自治会長会 19:30～ホール 

＊14 月 休館日 

19 土 

かんばいアイランド 
「花育島」9:30～ 創作室 
「昔あそび島」9:30～ 展示室 
公民館deおはなし会 11:00～ 図書室 

＊21 月 休館日 

24 水 おげんきさん体操 9:30～ 

25 金 学校開放抽選会 19:00～ 展示室 

26 土 神拝学（ｱｸｱﾄﾋﾞｱの水生生物）10:00～館外 

*28 月 休館日 

6/29～7/2 葦の会作品展 

 

  

 
 

神拝地域の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づく

りを推進する目的で、えこさく島・俳句島・わくわく

島・むかしあそび島・花育島の５教室を開催します。 

公民館が子どもの活動拠点（居場所）になるように、

かんばいアイランドとしています。たくさんの子ども達

の応募ありがとうございます。運営スタッフは地域のボ

ランティアの皆さんです。 

応募された児童は合否通知に書いてある日時・持ち物

などを確認して、各教室へ来てください。 

  

令和３年 ６月 行事予定 ＊は休館日 

        〈 7 月の予定 〉 

7/1 ふれあい広場抽選会 

7/3 かんばいアイランド「俳句島」 

7/7 神友会役員会 

7/8 おげんきさん体操 

7/10 徳得学級・神友会定例会 

   連合自治会長会 

7/16 神拝学講座 

7/17 かんばいアイランド「花育島・えこさく島」 

   公民館de おはなし会 

7/21 オリーブ学級 

7/25 学校開放抽選会 

7/31 かんばいアイランド「わくわく島」 

 

〒793-0042 西条市喜多川351-1  

TEL:53-6946    FAX:53-9011 

e メール:kanbai-k@saijo-city.jp 
 

 令和3 年６月1 日 神拝公民館発行 

            

 

世帯数 6,642 戸 (+52) 先月比 

  男  6,738 人 (＋35)          

  女  7,086 人 (＋27)         

13,824 人 (＋62) 4 月30 日現在 

 
 

6月号 

墨 彩 画 展 

● 期 間：6月29日（火）13時～7月２日（金）15時 

（期間中は9時～16時） 

● 場 所：神拝公民館 １階 展示室・展示ガラスケース 

      ご高覧下さいますようご案内申し上げます。 

● 主 催：墨彩画 葦の会 共催：神拝公民館 

※コロナ感染状況により中止になる場合があります。 

 

 

4月半ばからの「感染対策期」の延長措置により、公民館事業も5月いっぱい中止や延期となりました。施設利用

が再開となりましたら、感染対策をしっかりと取りながら今年度の事業をすすめてまいりますので、興味のある教室へ

足を運んでみませんか？ 

※コロナウイルス感染状況により急きょ中止になる場合があります。 

  

お知らせ 

 体調不良等で欠席する場合は、 

公民館 ☎53-6946 へ必ず連絡してください。 

再募集！ 

注意！日付が変わっています。 

tel:53-6946
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取り組み目標 

―こどもたちの未来のために一人ひとりができること― 

放課後子ども教室は、「学校・家庭・地域連携推

進事業」として実施しています。すべての子どもを

対象として、放課後や週末等に安全・安心な子ども

の活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を

得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活

動、地域住民との交流活動の機会を提供することに

より、子どもたちが地域の中で、心豊かで健やかに

育まれる環境づくりを推進する目的で行われていま

す。地域のボランティアのみなさんの協力のもと、

事業が進められています。 

  もったいない―MOTTAINAI―を減らす 

最近よく耳にするSDGｓ（エス・ディー・ジーズ）。 

Sustainable Development Goals の頭文字で、持

続可能な開発目標という意味です。2015年9月の国連

サミットで決められた１７の目標（紙面上下に掲載してま

す）で、世界の国々が、2030年までに達成することを

目指しています。 

近年の地球温暖化による気候変動、環境問題、貧困、紛

争…。 

世界中で深刻になっている社会問題に対して、全ての人

が、それぞれの立場から目標達成のために行動することが

求められています。 

西条市の総合計画においても、西条版SDGsの推進と

して、「健康寿命の延伸」「働きがいの創出・経済活力の維

持」などを目標に計画がすすめられています。 

私たち一人ひとりが身近にできるSDGsへの取り込み

は何があるでしょうか。知らず知らずにSDGsにつなが

っていることもあります。 

身近でできる取り組みの例をいくつか考えてみましょう。  

SDGsの目標３に「すべての人に健康と福祉を」とあ

ります。世界一の超高齢社会である日本では、医療の発

展により平均寿命が長くなる一方で、『健康寿命』への関

心が一層高まっています。『健康寿命』とは、健康上の問

題がない状態で日常生活が送れる年齢のことを言いま

す。寝たきりや認知症となって過ごすことなく、その人

がその人らしく、豊かで質の高い社会生活を楽しみ、満

足した生涯を送ることができることを意味します。 

健康寿命を延ばすため、公民館ではおげんきさん体操

（百歳体操）を行っています。 

さらに、公民館では高齢者の学級として、地域の方々

の交流や生涯学習の促進などを目的に、毎月10日に徳

得学級を開催しています。人権講座や健康講座など、講

師を招いての学習会もあります。 

テーマとなる問題は地球規模で大きいです

が、難しく考えずに自分のできることをしてい

きませんか？1人の力は小さいけれど、まず問

題を知り、行動できる人が増えれば、大きな力

になっていきます。 

SDGsの目標を達成するためには、自分には

何ができるのかを考え、行動にすることが大切

です。 

公民館では、これから先も私たちが快適に暮

らすことのできる社会・子どもたちの未来を守

るため、多くの方にSDGsを身近に感じていた

だき、小さな一歩から行動するきっかけを作っ

ていけたらと考えています。 

ケニア出身で、環境分野で初めてノーベル平和賞を受賞し

たワンガリ・マータイさんは、来日した際に「もったいな

い」という日本語を知り、とても感銘を受けたそうです。マ

ータイさんの提唱により、日本では昔から使われていた 

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ（もったいない）」という言葉が世界共

通語として広がりました。 

「もったいない」とは、物の価値を十分に生かしきれず無

駄にしている状態や、そのような行為を見て嘆かわしく思う

気持ちのことです。 

身近に「もったいない」はありませんか？ 

★「買いすぎ」「作りすぎ」「食べ残し」などの食品ロスを減

らしましょう。 

 まだ食べられる食品を捨てていませんか？日本の食品ロ

スの量は、毎日一人1杯分のごはん（約140ｇ）が捨てら

れいる計算になるそうです。家庭でできる小さな取り組みの

積み重ねが、食品ロスの大きな削減になり、余った食品が不

足している人々にまわす仕組みができれば飢餓問題が解決で

きるかもしれません。 

また、廃棄や運搬に使うCO₂の排出を減らすことは気

候変動の問題にも影響しています。 

 

 

マイバッグ持参・プラスチック削減 

陸上から捨てられたビニール袋やペットボトルなどのプラ

スチックごみは、海洋生物に悪影響を及ぼす原因になってい

ます。レジ袋が有料化になり、マイバッグを持ち歩くことが

増えましたが、毎日まだまだ多くのプラスチックごみが出て

います。一人ひとりが、プラスチックごみを意識して減らす

取り組みをしていくことが重要です。 

★プラスチックの３R  

（リデュース・リユース・リサイクル）を進めましょう 

Reduce（リデュース）：減らす 

 マイバッグを持参してレジ袋を減らす、マイボトル・マ

イ箸を持参し使い捨て容器や食器を減らす  

Reuse（リユース）：繰り返し使う 

 シャンプーや洗剤は詰替えを使い、ボトルを再使用する 

Recycle（リサイクル）：原材料として再生利用する 

 プラスチックを分別回収し、原料として再利用する、再

生プラスチックの製品を使う 

★ごみは持ち帰りましょう。 

 海・川・山のレジャーではごみを持ち帰り、分別して出

しましょう。 

★不要品は寄付やリサイクルをしましょう。 

いらなくなったものをすぐに捨てていませんか？自分

が不要になったものでも、別のところでは有効活用され

るかもしれません。服や本、家具などまだ使えるものは

寄付やリサイクルをしましょう。最近はフリマアプリな

どを使って、個人でも簡単に出品できますよ。 

 

 

公民館のSDGｓ シリーズ① 

公民館の活動は、地域づくり・人づくり・つながり

づくりの拠点として、地域に根差した生涯学習活動の

推進と家庭・地域の教育力の向上を図ることを目標と

しています。公民館事業において積極的にSDGsに取

り組むことで、日頃の学習活動が、ひいては豊かで安

心して暮らせる社会の実現につながっていきます。 

現在おこなっている公民館の事業や今後の取り組み

を、SDGsの観点からシリーズで紹介していきます。是

非積極的に公民館の事業に参加して、SDGsの第一歩を

一緒に始めませんか？ 

放課後子ども教室  

かんばいアイランド事業 

徳得学級・ 

おげんきさん体操（百歳体操） 

取り組み目標 

取り組み目標 

取り組み目標 

1貧困をなくそう 2飢餓をゼロに 3すべての人に 
健康と福祉を 

4質の高い教育を
みんなに 

5ジェンダー平等を
実現しよう 

6安全な水とトイレ
を世界中に 

7エネルギーをみんなに
そしてクリーンに 

8働きがいも 
経済成長も 

9産業と技術革新の
基盤をつくろう 

10人や国の不平等
をなくそう 

11住み続けられる
まちづくりを 

12つくる責任 
つかう責任 

13気候変動に 
具体的な対策を 

14海の豊かさを 
守ろう 

15陸の豊かさも 
守ろう 

16平和と公正を
すべての人に 

17パートナーシップで
目標を達成しよう 


